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はしがき 
 

建築基準法施行令第 74 条（コンクリートの強度）、第 76 条（型わく及び支柱の除去）及

び関連告示では、設計基準強度との関係において安全上必要なコンクリート強度を求める場

合（昭和 56 年建設省告示第 1102 号）ならびに現場打コンクリートの型わくの取りはずしを

行う場合（昭和 46 年建設省告示第 110 号）には、試験体の圧縮試験等により、一定以上の

強度が発現していることを確認するよう定められています。 
一方、学術団体や民間企業等ではコンクリートの強度管理の方法については、積算温度を

用いた強度推定手法等、圧縮試験によらない方法による、より合理的な品質管理・検査方法

も検討されています。また、近年のコンクリートへの要求性能の多様化に伴い、これまで建

築物への使用実績が少なかったセメント等のコンクリート用材料の積極的な活用が要望さ

れています。 
このような背景から、平成 26 年度に実施された国土交通省建築基準整備促進事業 S14「コ

ンクリートの強度管理の基準に関する検討」において、コンクリートの設計基準強度と実強

度との関係に関する検討、コンクリートの型わくの脱型におけるセメント種類に関する区分

の見直し、積算温度などを用いた強度推定法を型わくの脱型に関する判定手法に用いること

の必要性および実用性の検討、およびせき板の存置期間の相違がコンクリートの耐久性に及

ぼす影響に関する検討、が行われました。 
本資料は、同課題で採択された事業主体が（当時）独立行政法人建築研究所との共同研究

で実施した調査・実験の結果、ならびに同課題終了後に実施した中・長期材齢の実験結果等

をとりまとめた、鉄筋コンクリート造建築物におけるせき板の取り外しの管理を含む、構造

体コンクリートや管理用供試体を用いた強度管理方法について、多くの模擬試験体等を用い

て実験・調査・検討を行った貴重な研究資料です。 
また、後半の第Ⅱ編では、本検討で有効性が確認された積算温度を用いてせき板を取り外

す際の具体的な実施方法を管理要領（案）として提案しております。 
今後、コンクリート工事におけるせき板の取り外しに係わる品質管理において、これらの

研究結果が活用されることを期待します。 
 
 
 

平成 28年 3月 

 

                  国立研究開発法人建築研究所 

理事長 坂本雄三 
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概 要 
 
コンクリート工事におけるせき板の取り外す時期は、告示によってセメントの種類や気温等によっ

て定められている。しかし、低発熱形のセメントが規定されていないことや、取り外し時期の判断の

基準が、日数とコンクリートの強度だけであり、その他の方法が規定されていない。本報告は、せき

板の取り外しに関する合理化と多様なコンクリートへの対応を目的として、第Ⅰ編では以下の調査お

よび実験を行った結果を記す。 
(1) 構造体コンクリート強度と標準養生、現場水中養生および現場封かん養生した管理用供試体の

強度発現の比較検討 
(2) 積算温度などを用いたコンクリート強度の推定手法および管理方法の検討 

 第Ⅱ編では、これらの調査および実験の結果を基に、コンクリートの温度の測定方法や積算温度の

算出に必要な各種係数、判定基準などを含む、せき板の取り外しに係わる積算温度を用いた管理要領

(案)を記す。 
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Abstract 

 
The acceptance time to remove forms in concrete work is determined by the public notice of 

Building Standard Act, and it depends on the varieties of the type of the cement, temperature 
and other parameters. 

However, that public notice does not specify the low-heat Portland cement. Also, the criteria for 
judgment of stripping time of forms are depending on the condition of concrete curing time and 
its strength, therefore, we need to consider other parameters as a part of the public notice. 

In this report, to accomplish rationalization for removal concrete forms and correspond to a 
variety of concrete, the following results of investigation and experiment are shown in Part I. 

(1) Comparison of strength development between the structure concrete and the concrete test 
specimens after standard curing, field underwater curing or field sealed-curing conditions 
(2) Prediction of concrete strength and management method based on the concrete maturity 

Part II describes a draft management guideline using the maturity for removal of concrete 
forms on the basis of these investigation and experiment in Part I. 
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